
級
きゅう

10級
きゅう

・9級
きゅう

作業
さぎょう

項目
こうもく

作業
さぎょう

内容
ないよう

写真
しゃしん

気
き

をつけることなど 指導上の留意点

〇服装
ふくそう

点検
てんけん

・活動
かつどう

しやすいように身
み

だ

しなみを整
ととの

える。

①シャツはズボンに入
い

れ

る。

②シューズはかかとを入
い

れてはく。

③女子
じょし

の長髪
ちょうはつ

は結
むす

んでお

く。

○体操服や作業服を着用
する。
※入り口外にシートを敷
き、その中央にバケツ
（水を３分の１入れてお
く）、バケツの右横にぞ
うきんをセットしてお
く。
○帽子は着用しなくても
よい。
○指導書参照。

〇挨拶
あいさつ

・氏名
しめい

の申告
しんこく

・マットの上
うえ

に立
た

ち、氏
し

名
めい

の申告
しんこく

をする。

手
て

をあげない。 ・背中
せなか

を伸
の

ばす。

・検定員に聞
き

こえるよう

に､適切
てきせつ

な声
こえ

の大
おお

きさで

はっきりと言
い

う。「○○で

す。よろしくお願
ねが

いしま

す。」

○気をつけの姿勢で、検
定員の方を向いて、適切
な声の大きさで報告をす
る。
〇意思表示の方法は、実
態に応じて他の方法でも
よい。
○生徒が申告を終えた
ら、「それでは始めてく
ださい。」と伝え、タイ
ムを測り始める。

・一礼
いちれい

する。 ・脱帽
だつぼう

しておこなう。

・両手
りょうて

は、ももの横
よこ

にあ

て、腰
こし

から曲
ま

げて頭
あたま

を下
　さ

げる。

○４５度の敬礼をする。

清掃
せいそう

準備
じゅんび

～

入室
にゅうしつ

種目
しゅもく

机
つくえ

拭
ふ

き１台
だい

（家庭
か て い

清掃
せいそう

）　標準時間　5分



作業
さぎょう

項目
こうもく

作業
さぎょう

内容
ないよう

写真
しゃしん

気
き

をつけることなど 指導上の留意点

〇ぞうきんをたたむ。 ・二
ふた

つ折
お

りにする。

・端
はし

をそろえる。

○ぞうきんの両端を持っ
て、２つに折る。
○ぞうきんはしぼりやす
いようある程度厚みのあ
るものを使うとよい。
〇個々に合わせて準備し
てよい。

・バケツの水
みず

にひたして

吸水
きゅうすい

させる。

・ぞうきんは両手
りょうて

で持
も

ち、

水
みず

を散
ち

らさないようにそっ

とバケツに入
い

れる。

○腰を落とした姿勢で行
う。

・十分吸水
じゅうぶんきゅうすい

させたら、更
さら

に縦
たて

に半分
はんぶん

に折
お

る。

・汚
よご

れていないので、ぞう

きんは、もみ洗
あら

いしなくて

もよい。水
みず

がしみ込
こ

むのを

待
ま

つ。

○にぎりやすくするた
め、縦に折って、棒状に
する。

清掃
せいそう

準備
じゅんび

〜

入室
にゅうしつ



作業
さぎょう

項目
こうもく

作業
さぎょう

内容
ないよう

写真
しゃしん

気
き

をつけることなど 指導上の留意点

〇ぞうきんをしぼる。 ・ぞうきんを縦
たて

に持
も

つ（竹
し

刀
ない

やバットの持
も

ち方
かた

と同
おな

じ

ように持
も

つ）。

・腕
うで

をのばしながら内側
うちがわ

に

しぼる。

・バケツの外
そと

に水
みず

が散
ち

ら

ないようにしぼる。

○バケツの外に水が散ら
ないようにするために、
ぞうきんの先をバケツの
中に向ける要領で水を下
に落とす。
○力を入れて固くしぼ
る。
机を拭いた時に、水滴が
あまり目立たない程度に
しぼれるのが望ましい。
・水滴が落ちなくなるま
でしっかりとしぼる。

〇ぞうきんしぼりの姿勢
・手
て

の水滴
すいてき

を拭
ふ

く。

・腰
こし

を落
お

とす。

○水滴を落とさないよう
にするために行う。反対
の手にぞうきんを持ち替
えて、両手ともふく。
・しぼり終わったら、２
つ折りに広げる。

〇入室
にゅうしつ

・入室
にゅうしつ

のあいさつのため、

入り口のマットの上に立

ち、軽
かる

く頭
あたま

　を下
さ

げる。

○ぞうきんは片手に持
ち、部屋の中に向かっ
て、会釈をする。着帽し
たままでよい。

清掃
せいそう

作業
さぎょう

〇机上
きじょう

を確認
かくにん

する。

・机
つくえ

の上
うえ

にゴミが落
お

ちて

ないかを確認
かくにん

する。

・少
すこ

し腰
こし

をかかがめ、汚
よご

れ

やゴミがないか見
み

る。真上
まうえ

からだと、気付
き づ

かないこと

があるため。

○少しななめ横方向から
机上を観察する。
〇検定ではゴミを置いた
りはしない。

清掃準備
せいそうじゅんび

～

入室
にゅうしつ



作業
さぎょう

項目
こうもく

作業
さぎょう

内容
ないよう

写真
しゃしん

気
き

をつけることなど 指導上の留意点

〇ぞうきんを持つ。 ・指
ゆび

を広
ひろ

げてぞうきんに当
あ

てる。

・手
て

の平
ひら

をぞうきんに付
つ

け

る。

・手
て

をぞうきんの中央
ちゅうおう

に当
あ

てる。

・左手はつくれの左はしに

つき、体を支える（左利き

の人は右側）。

○ぞうきんはにぎらず、
手の平全体を使ってぞう
きんを押さえる。この
時、ぞうきんの耳側をば
らけないように親指で押
さえるのが望ましい。
○机が動かないように片
手で押さえて、力強く拭
く。
○体重をかけ、しっかり
圧がかかるようにすると
よい。

〇ふちを拭く。

・左上隅
ひだりうえすみ

から枠取
わくど

りをす

る（左利
ひだりき

きの人
ひと

は、右上
、みぎう

隅
えすみ

から）。

・机
つくえ

の端
はし

を拭
ふ

いていく。

・「枠取
わくど

り」は拭
ふ

く範囲
はんい

を決
き

めるために行
おこな

う。

・力
ちから

を入
い

れて拭
ふ

く。

・ふちを拭き残さない。

・枠取りは、自分の手の
届く範囲を決めるために
行う。ここでは縁をしっ
かりふくようにする。
・左上隅⇒右上隅⇒右下
隅⇒左下隅⇒左上隅（元
の位置）の順で拭く。
・左利きの人は右上隅か
ら拭いていく。

〇中央
ちゅうおう

を拭
ふ

く。 ・左上隅から拭
ふ

く。

・上
うえ

から下
した

へ横
よこ

拭
ふ

きする。

・まっすぐ横
よこ

に拭
ふ

く。

・横に拭いて端まできた
ら下にぞうきんの縦幅の
半分程度ずらしながら、
拭き残しがないように左
右に拭いていく。
・左利きの人は右上隅か
ら拭いていく。

清掃
せいそう

作業
さぎょう



作業
さぎょう

項目
こうもく

作業
さぎょう

内容
ないよう

写真
しゃしん

気
き

をつけることなど 指導上の留意点

・矢印
やじるし

のように、少
すこ

しずつ

下
した

にずらしながら横
よこ

に拭
ふ

く。

・拭
ふ

き後
あと

が重
かさ

なるように拭
ふ

く。

・半分ずつずらして拭く
ので、結果２度拭きする
ようになる。

・手
て

をついていたところは

最後
さいご

に拭
ふ

き取
と

る。

・拭
ふ

いた後
あと

に水滴
すいてき

があまり

残
のこ

らないように拭
ふ

く。

○最後は押さえていた左
手を机から離して、左下
隅をきれいに拭き上げ
る。

〇点検
てんけん

・少
すこ

し腰
こし

を落
お

として、きれ

いになったか、汚
よご

れは

残
のこ

っていないか、拭
ふ

き残
のこ

し

はないかを見
み

る。少
すこ

し斜
なな

め横
よこ

から見
み

るとわかりや

すい。

○真上からだと、拭き残
し等に気付かないことが
あるため、少し腰をかが
めて、机の面を見る。
○拭きの残しがあれば、
その部分を拭き直す。

〇退室
たいしつ

・退室
たいしつ

のあいさつのため、

入り口のマットの上に立

ち、軽
かる

く頭
あたま

を下
さ

げる。

○ぞうきんは片手に持
ち、部屋の中に向かっ
て、会釈をする。着帽し
たままでよい。

〇ぞうきんを洗
あら

ってしぼ

る。

・もみあらいする。

・ぞうきんについた汚
よご

れを

落
お

とすために行
おこな

う。水
みず

を散
ち

らさないように気
き

をつけ

る。

○バケツの中にしっかり
と両手を入れて、もみ洗
いをする。汚れを落と
す。
○腰を落とした姿勢で行
う。

・ぞうきんを縦
たて

に持
も

つ（竹
し

刀
ない

やバットの持
も

ち方
かた

と同
おな

じ

ように持
も

つ）。

・腕
うで

を伸
の

ばしながら内側
うちがわ

に

しぼる。

・バケツの外
そと

に水
みず

が散
ち

らさ

ないようにしぼる。

○しぼりやすいように雑
巾を２つ折りにし、更に
縦に折ってしぼる（丸め
てしぼらないようにす
る）。
○ぞうきんは縦にして、
先端から水滴がバケツの
中に落ちるようにする。

〇中央を拭く

片付け
～

終了報告

清掃
せいそう

作業
さぎょう



作業
さぎょう

項目
こうもく

作業
さぎょう

内容
ないよう

写真
しゃしん

気
き

をつけることなど 指導上の留意点

〇ぞうきんを洗ってしぼ
る。 ・手の水滴を拭く。

○準備と同様。
○水滴を落とさないよう
にする。

〇ぞうきんを片付
かたづ

ける。 ・ぞうきんを広
ひろ

げる。

・バケツの縁
ふち

にかける。

○後始末として行う。
〇バケツの水の処理は省
略する。

〇終了  報告
しゅうりょうほうこく

手
て

をあげない。 ・背中
せなか

を伸
の

ばして、片手
かたて

を

真
ま

っ直
す

ぐに挙
あ

げる。

・検定員に聞
き

こえるよう

に､適切
てきせつ

な声
こえ

の大
おお

きさで

はっきりと言
い

う。　「終
お

わり

ました。」

・一礼
いちれい

する。

○気をつけの姿勢で、検
定員の方を向いて、適切
な声の大きさで報告をす
る。
〇意思表示の方法は、実
態に応じて他の方法でも
よい。
○生徒が報告を終えたら
タイムの計測を終了す
る。

片付け

～

終了報告



作業
さぎょう

項目
こうもく

作業
さぎょう

内容
ないよう

写真
しゃしん

気
き

をつけることなど 指導上の留意点

※左利
ひだりき

きの人
ひと

は逆
ぎゃく

向
む

きに行
おこな

う。

バケツ、そうきん１枚


